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埼
玉
県
知
事　

大
野
元
裕

　
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
、
高
齢
者
の
見
守
り

を
は
じ
め
、
子
育
て
や
介
護
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
、
生
活
に
お
困
り
の
方
へ
の
支
援

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
福
祉

の
推
進
の
た
め
、
多
大
な
る
御
尽
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
県
出
身
の
偉
人
で
、
実
業
家
と
し
て
知

ら
れ
る
渋
沢
栄
一
翁
は
、
社
会
福
祉
事
業
に

も
熱
心
に
取
り
組
み
、
現
在
の
「
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
」
の
前
身
と
な
る
組

織
の
初
代
会
長
も
務
め
ま
し
た
。
私
は
、
皆

さ
ま
と
と
も
に
渋
沢
翁
の
精
神
を
受
け
継

ぎ
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
居
場
所
が
あ
り
、
活
躍

で
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
日
本
一
暮
ら

し
や
す
い
埼
玉
」
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

埼
玉
県
議
会
副
議
長　

飯
塚
俊
彦

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
孤
立
し
が
ち
な
世
帯

に
対
し
、
一
番
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

本
当
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
御
労
苦
に
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
県
民
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
御
尽
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
誰
一
人
取

り
残
さ
ず
、
共
に
生
き
て
い
く
共
生
社
会
の

実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

埼
玉
県
議
会
副
議
長�

飯
塚
　
俊
彦

埼
玉
県
議
会
福
祉
保
健
医
療
委
員
会
委
員
長�

関
根
　
信
明

埼
玉
県
社
会
福
祉
審
議
会
委
員
長�

菊
池
　
い
づ
み

埼
玉
県
保
護
司
会
連
合
会
副
会
長�

大
島
　
通
人

東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会
副
会
長�

小
林
　
隆
猛

さ
い
た
ま
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長�

野
口
　
良
輝

産
經
新
聞
社
さ
い
た
ま
総
局
総
局
長�

那
須
　
慎
一

日
本
放
送
協
会
埼
玉
放
送
局
局
長�

福
島
　
正
広

株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
ナ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ブ
取
締
役
渉
外
部
長�

末
柄
　
勝
朗

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
事
務
局
長�

細
野
　
　
正

埼
玉
県

民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

令和７年度
（第５１回）

　
本
日
は
、
第
５１
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児

童
委
員
大
会
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
受
賞
者
の
皆
さ
ま
に

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

長
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　
去
る
７
月
に
は
、
熊
谷
市
に
お
い
て
第
８５

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
協
議
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
４
つ
の
分
科
会
で
熱
心
な
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
に
お
い
て
も

「one for all, all for one

」
の
理
念
を

胸
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
持
続
可
能
な
活
動

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
生
活

課
題
は
複
雑
化
し
て
お
り
、民
生
委
員・児
童

委
員
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
も
一
層
高
ま
っ
て

い
ま
す
。皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
、地
域
に
根

差
し
た
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

会
長　

寺
田
治
子

主
催
者
挨
拶

主
催
者
挨
拶

来

賓

祝

辞

来

賓

紹

介

（代理：副知事
山㟢　達也）
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私
た
ち
の
暮
ら
す
社
会
は
、
不
安
定
な
世
界
情
勢
や
物
価
高
騰
、
一
層
深
刻
化
す
る
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
、
そ
し
て
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
を
背
景
に
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
多
様
化
・
深
刻

化
す
る
地
域
課
題
へ
の
対
応
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
担
う
役
割
へ
の
期
待
は
よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
新
た
な
活
動
の
広
が
り
と
質
の
向
上
を
目
指
し
、
様
々
な
地
域
の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
委
員
活

動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
場
所
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
時
代
や
地
域
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
た
活
動
方
法
を
検
討
し
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
長
く
活

動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
研
鑽
を
積
み
、
ひ
い
て
は
地
域
福
祉
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
決
意
を
込
め
、
本
日
、
第
５１
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り

宣
言
し
ま
す
。

１　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
対
し
、
活
動
に
必
要
と
な
る
研
修
の
実
施
や
研
修
教
材
の
作

成
な
ど
、
委
員
活
動
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

１　
委
員
活
動
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
県
内
各
市
町
村
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
の
組
織
の
現
況
を
把

握
し
た
上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
は
じ
め
と
す
る
委
員
活
動
に
お
け
る
負
担
軽
減
及
び
活
動
環
境
の
改
善
に

取
り
組
み
ま
す
。

１　
委
員
活
動
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
全
て
の
委
員
に
適
切
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
の
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

１　
こ
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
希
望
を
も
っ
て
成
長
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
こ
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
質
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
活
動
の
充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。

令
和
７
年
９
月
１２
日

第
５１
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

大
　
会
　
宣
　
言

■ 次 第 ＜日時・場所＞　令和７年９月１２日（金）「埼玉会館」大ホール

1開　幕� １３：００
2開会のことば
国歌斉唱
物故者慰霊黙祷
民生委員・児童委員信条朗読

3主催者挨拶
埼玉県知事
埼玉県民生委員・児童委員協議会会長

4功労章及び章記授与
民生委員及び児童委員知事功労章授与

5表彰及び感謝状贈呈
優良民生委員・児童委員協議会表彰
永年勤続単位民生委員・児童委員協議会会長表彰
３０年功労者感謝状贈呈

6来賓祝辞
埼玉県議会副議長

7来賓紹介
8受賞者代表謝辞
9講　演
テーマ　「デジタルと仲良くしよう！」

講　師　ＩＴエバンジェリスト　若宮　正子 氏

�宣言採択
�斉　唱
民生委員の歌（花咲く郷土）

�閉会のことば� １５：３０
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県大会開催報告
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「
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
な
る
と
地
域
福
祉
は

　
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
」
講
師
：
若
宮
　
正
子
　
氏

　
９０
歳
を
超
え
て
な
お
、
国
内
外
で
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
重

要
性
を
説
き
続
け
る
若
宮
正
子
氏
。
本
講
演
で
は
、
ご
自

身
の
介
護
経
験
や
海
外
の
先
進
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
デ

ジ
タ
ル
が
高
齢
者
の
生
活
や
地
域
福
祉
に
も
た
ら
す
可
能

性
に
つ
い
て
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

記念
講演

　若宮氏は、自身の母親の介護経験から話
を始めました。一番の問題は体の不調以上
に「孤独」であり、それが心身を蝕む原因
になると指摘します。
　若宮氏自身は、母親が亡くなり一人暮ら
しになっても、孤独を感じることはなかっ
たと言います。その背景には、以前から始
めていたパソコンの存在がありました。

　この自身の体験から、若宮氏は「高齢者こそインターネットで友達を作りましょ
う」と強く呼びかけています。

　講演では、世界競争力ランキング１位を誇るデンマークの事例が紹介されまし
た。デンマークでは、高齢者福祉において「自立を尊ぶ」という考え方が社会の根
幹にあると言います。これからの日本も、高齢者の自立を社会全体で支える環境づ
くりが重要だと若宮氏は語りました。

　デンマークでは、ロボットなども活用し、あくまで本人の自立を「サポート」す
ることに重点が置かれています。

❶ 生活の継続性に関する原則
住み慣れた家や町で暮らし続けられるよう、社会がサポートします。

❷ 自己決定の原則
たとえ認知症であっても本人の意見を尊重します。自分で判断すること
が、認知症予防にも繋がるという考え方です。

❸ 残存能力活用の原則
自分でできることは、時間がかかっても本人にやってもらいます。過度な
ケアは、かえって本人の能力を悪化させてしまう可能性があると、自身の
介護経験を省みていました。

デンマークの高齢者福祉を支える３つの原則

母親の介護に専念する生活が始まる
▼

58歳の時、社会との繋がりを求めパソコンを購入
▼

インターネットで多くの仲間と出会い、世界が広がる
▼

母親が亡くなり一人暮らしになっても、
枕元のパソコンの先にいる仲間が心の支えになった

インターネットが
「孤独」を救った
若宮氏の歩み

高齢者の一番の敵は「孤独」。
インターネットが繋ぐ新しいコミュニティ

デンマークに学ぶ「自立を尊ぶ」福祉のあり方
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災害発生！

スマホなし
（テレビ・ラジオなど）

スマホあり

広域で
曖昧な情報

判断に
迷う…

ピンポイントで
的確な警報

すぐに
避難！

は、いざという時に命を
守る」と強く訴えまし
た。
　特に、災害時における
スマートフォンの有用性
は計り知れないと指摘し
ます。
　そのためにも、日頃か
らスマートフォンの位置
情報を有効にしておくこ
とが非常に重要です。講
演では、「非常持ち出し
袋」「スマートフォン」
「マイナンバーカード」
をワンセットで準備して
おくことが推奨されまし
た。

　日本のデジタル化の遅れに警鐘を鳴らしつつ、若宮氏は「デジタル

　講演の最後は、これからのAI時代を生きるための心構えについて語られました。AIが非常に
賢く、優しいパートナーになる一方で、人間にこそ求められるのが「人間力」、すなわち「自立
した一人の人間として力強く生きていくための総合的な力」です。
　若者が持つ「新しい知識」と、私たち大人が経験から得た「知的資産」。この２つを自分の中

で消化し、発酵・熟成させることで生まれる「叡智」や「智慧」こ
そが、AIと共存するためのキーワードだと
若宮氏は結論づけました。
　「９０歳になって、自分が未熟だと気づきま
した。これからも学び、少しでも成長してい
きたい」。若宮氏の生涯学び続ける姿勢に、
会場は大きな拍手に包まれました。

記念講演の資料は
こちらから

支援者の皆様へ
　若宮氏は、民生委員など支援する立場の方々にもメッセージを送りま
した。高齢者の方々には、操作手順だけでなく「スマートフォンで何が
できるか、どんな時に役に立つか」を具体的に伝えてあげてほしい、と
語ります。スマートフォンは、友達であり、秘書であり、命綱にもなる
「万能な小箱」なのです。

スマートフォンは「命綱」。
いざという時のデジタル活用術

AI時代に求められる「人間力」と生涯学習のすすめ
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県大会開催報告



全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

（
北
海
道
大
会
）

第９４回

　
令
和
７
年
９
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
に
か
け

て
、
北
海
道
札
幌
市
に
お
い
て
第
９４
回
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
大
会（
北
海
道
大
会
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。２
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・活
動
交
流
集

会
に
お
い
て
は
６
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
各
地

域
で
の
取
り
組
み
や
意
見
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　渡辺一史氏の記念講演は、障がい者の権利について改めて考える貴重な機会
となりました。障がい者の存在価値を生産性で測るのではなく、互いに尊重し
合い共に生きる社会の在り方を問い直す内容であり、私たちの活動に大きな示
唆を与えるものとなりました。

ウポポイ　視察
　ウポポイ（民族共生象徴空間）の展示や映像を通
じ、アイヌ民族の歴史・文化、人権課題への理解を
深めた。差別の歴史から人権尊重の意義と共生社会
の重要性を改めて実感する貴重な機会となった。

火山科学館　視察
　洞爺湖ビジターセンター火山科学館にて、有珠山
噴火の映像や資料から災害の脅威と実相を学んだ。
噴火の体感装置も通じ、自然災害への備えの重要性
を実感し、防災意識を高める貴重な機会となった。

渡辺一史氏

記念講演

『こんな夜更けに バナナかよ』著者

　俳優・大泉洋さん主演で映
画化もされたベストセラー。
本作は、著者の渡辺一史氏
が、筋ジストロフィーを抱え
ながら自立生活を貫いた鹿野
靖明さんの日常を、長年の取
材を通して描き出した代表作
です。ノンフィクション作品
の最高峰である大宅壮一ノン
フィクション賞を受賞し、大
きな感動と話題を呼びました。 提供：北海道新聞社

『
こ
ん
な
夜
更
け
に

バ
ナ
ナ
か
よ
』

と
は
？
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地域における孤独・孤立に寄り添うセーフティネットと民生委員・児童委員
【要点】高齢化・単身化により「身寄りのない高齢者」が急増。孤立死や認
　知症増加に対応するには、早期発見と多機関連携の見守り体制が不可欠。
【事例】
・札幌市厚別区＝棟長訪問やLINEで孤立防止
・豊田市＝地域共生の行政部署
・菊川市社協＝支え合いネットワーク
・NPOぷらっとほーむ＝権利擁護活動

活
動
交
流
会
１

高齢者・障がい者が安心して暮らし続ける地域づくり（地域包括支援）
【要点】高齢化や障がい者支援には包括的・協働的な地域支援が求められる。
【事例】
・茅ヶ崎市＝独居高齢者見守りネット
・大和町＝知的障がい者と家族の交流活動
・札幌市南区藤野＝警察との同行訪問

活
動
交
流
会
２

子育ち、子育てを応援する地域づくり
【要点】不登校やいじめ、家庭孤立の増加が課題。児童委員と主任児童委員の連携や学校・家庭センター
との協働が急務。
【事例】
・青森市＝子育てサロンで孤立防止
・南砺市＝三世代交流や行政との四者協議
・旭川市＝小学生作文コンクールで委員の役割発信

活
動
交
流
会
３

生活困窮者への支援と地域共生社会の実現
【要点】「支え手／受け手」の固定化を超え、誰もが役割を持つ共生社会をめざす。生活困窮者への包括
的支援が不可欠。
【事例】
・雫石町＝情報交換会で要支援者の状況共有
・高松市香西地区＝カフェ型居場所で困窮者の社会参加促進
・登別市＝応急生活支援事業を民児協で展開

活
動
交
流
会
４

民生委員・児童委員活動の推進および民児協機能強化に向けて
【要点】就労しながら活動する委員が増加。長期継続には環境整備や運営工夫、支援体制の構築が重要。
【事例】
・大分市＝退任者を新任委員サポーターに活用
・札幌市南円山地区＝LINEで情報共有を効率化
・酒田市＝ICTで会議・研修をオンライン化

活
動
交
流
会
５

次なる災害に備える民生委員・児童委員および民児協組織としての取り組み
【要点】災害対応は平常時からの準備が鍵。要支援者名簿の整備や役割分担の明確化が重要。
【事例】
・富岡町＝震災・原発避難の教訓をもとに災害公営住宅で支援継続
・川崎市麻生区＝合同災害委員会で地域防災を推進
・旭川市末広東地区＝災害福祉マップ作成と学習会で防災意識強化

第９４回全国民生委員児童委員大会（北海道大会）
シンポジウム・活動交流集会一覧
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研
修
会
報
告

　
１
日
目

　
初
日
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
に
よ
る

行
政
説
明
「
こ
ど
も
施
策
の
動
向
と

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
へ
の
期

待
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
説
明
で

は
、国
の「
こ
ど
も
の
未
来
戦
略『
加

速
化
プ
ラ
ン
』」
の
要
点
な
ど
が
示

さ
れ
、
こ
ど
も
施
策
が
予
防
的
な
支

援
と
地
域
連
携
を
軸
に
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
私
た
ち
委
員
へ

の
期
待
の
高
さ
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

大
学
の
泉
谷
朋
子
准
教
授
に
よ
る

「
主
任
児
童
委
員
制
度
創
設
３０
周
年

を
経
た
主
任
児
童
委
員
の
さ
ら
な
る

活
動
推
進
に
向
け
て
」
と
題
し
た
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
制
度
の
節
目

に
あ
た
り
、
今
後
の
活
動
の
重
点

や
、
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
を

支
え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
改
め
て

学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、「
地
域
に
お
け
る
子
ど
も

が
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
と

は
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
学
教
授
や
現

場
で
活
動
す
る
民
生
委
員
協
議
会
会

長
、
主
任
児
童
委
員
が
登
壇
し
ま
し

た
。
各
地
域
で
の
学
校
・
教
育
現
場

と
の
連
携
や
効
果
的
な
支
援
、
居
場

所
づ
く
り
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
地
域
ぐ

る
み
で
の
支
援
体
制
の
構
築
と
、
そ

の
中
で
委
員
が
果
た
す
役
割
の
重
要

性
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
夜
に

は
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、
他
地
域
の

委
員
と
課
題
を
共
有
す
る
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目

　
２
日
目
は
、
参
加
者
が
「
児
童
委

員
対
象
」
と
「
主
任
児
童
委
員
対

象
」
の
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
分
か

れ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
の
分

科
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
は
、
教
育

機
関
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と

の
連
携
の
現
状
や
課
題
、
各
地
の
特

色
あ
る
実
践
例
な
ど
を
共
有
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
こ
ど
も
食
堂

や
学
習
支
援
が
こ
ど
も
の
安
心
で
き

る
「
居
場
所
」
と
し
て
機
能
し
て
い

る
事
例
や
、
支
援
が
届
き
に
く
い
家

庭
に
対
し
、
相
手
の
尊
厳
を
守
り
な

が
ら
自
然
な
交
流
を
重
ね
て
信
頼
を

築
く
工
夫
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
共
有
事
項
を
も
と

に
、
課
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
参
加
者
同
士

で
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
２
日
間
の
研
修
を
通
じ
て
、

全
国
の
仲
間
と
共
に
学
び
、
語
り
合

う
中
で
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
活

動
が
地
域
の
こ
ど
も
た
ち
の
未
来
を

支
え
る
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

全
国
児
童
委
員
・

　
　
主
任
児
童
委
員

参
加
報
告

活
動
研
修
会

　
令
和
７
年
８
月
８
日（
木
）か
ら
９
日（
金
）の
２
日
間
に
わ
た
り
、
東
京

都
千
代
田
区
の
灘
尾
ホ
ー
ル
に
て
全
国
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
も
、
児
童
委
員
と
し
て
白
岡
市

民
児
協
の
矢
島
静
江
会
長
と
、
主
任
児
童
委
員
と
し
て
川
口
市
民
児
協
の

岡
田
真
理
子
委
員
が
参
加
し
、
こ
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
現
状
や
今
後
の

支
援
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

令
和
７
年
度　
全
国
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員

活
動
研
修
会
に
参
加
し
て
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学
ん
だ
こ
と

　
昨
年
度
、
主
任
児
童
委

員
制
度
が
３０
周
年
を
迎
え

た
こ
と
を
機
に
、
改
め
て

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委

員
の
果
た
す
役
割
、
活

動
、
連
携
が
地
域
に
お
い

て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
多

様
な
人
々
が
関
わ
り
合
い

な
が
ら
、
世
代
を
超
え
た

交
流
の
場
を
作
る
こ
と

が
、
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら

し
と
生
き
が
い
を
高
め
る

地
域
づ
く
り
に
必
要
で
あ

る
と
学
び
ま
し
た
。
グ
ル

ー
プ
討
議
で
は
、
各
地
域

の
教
育
機
関
と
の
連
携
に

お
け
る
現
状
や
課
題
を
共

有
し
、
今
後
の
活
動
の
参

考
と
な
る
具
体
的
な
活
動

事
例
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

伝
え
た
い
こ
と

　
今
後
、
こ
ど
も
・
子
育

て
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境

学
ん
だ
こ
と

　
国
の
こ
ど
も
施
策
と
し

て
、
問
題
が
深
刻
化
す
る

前
の
「
予
防
的
支
援
」
と

「
地
域
連
携
」
を
軸
に
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
特
に
、
学

校
等
の
教
育
現
場
と
日
頃

か
ら
情
報
を
共
有
し
て
お

く
こ
と
が
、
こ
ど
も
の
変

化
を
早
期
に
捉
え
る
上
で

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
強

調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
支
援
が
届
き
に
く
い

ご
家
庭
に
は
、
相
手
の
尊

厳
を
守
る
さ
り
げ
な
い
接

触
が
有
効
で
あ
り
、
日
常

の
自
然
な
交
流
が
信
頼
構

築
に
繋
が
る
と
い
う
具
体

的
な
工
夫
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
日
常
的
な
見

守
り
の
積
み
重
ね
が
、
こ
ど

も
の
安
心
に
繋
が
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

伝
え
た
い
こ
と

　
児
童
委
員
の
活
動
は
、
地

域
の
「
目
」
と
な
り
「
つ
な

ぎ
役
」
と
し
て
、
日
常
の
小

さ
な
気
づ
き
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
基
盤
で
あ
る
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
課
題
を

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
学
校

や
自
治
体
、
地
域
の
様
々
な

団
体
と
連
携
し
て
「
チ
ー
ム

で
支
え
る
」
と
い
う
視
点
が

不
可
欠
で
す
。
今
後
は
、
研

修
で
学
ん
だ
事
例
を
参
考

に
、
若
い
世
代
や
保
護
者
に

も
届
く
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

す
る
な
ど
、
よ
り
柔
軟
な
情

報
発
信
も
必
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
無
理
な
く
続
け
ら

れ
る
支
援
を
地
域
全
体
で
広

げ
、
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
そ
の
役

割
を
丁
寧
に
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

が
複
雑
化
す
る
中
で
、
児
童

委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
連

携
・
協
力
し
て
い
く
ケ
ー
ス

は
ま
す
ま
す
多
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
課
題
を
抱
え
る
親

子
を
早
期
に
発
見
し
、
つ
な

ぎ
、
支
え
る
と
共
に
、
一
方

的
な
支
援
に
な
ら
な
い
よ

う
、
こ
ど
も
や
若
者
、
子
育

て
世
帯
の
声
を
聴
き
、
私
た

ち
が
代
弁
者
と
な
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
私
た
ち
の
活
動

は
、
や
り
が
い
と
共
に
心
身

の
負
担
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
決
し

て
無
理
を
せ
ず
、
ご
自
身
の

心
が
休
ま
る
居
場
所
も
大
切

に
し
な
が
ら
、
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

研修に参加して
　～学びと今後の
　　活動への思い～

川口市
主任児童委員

岡田　真理子

白岡市民児協
会長

矢島　静江

矢
島
会
長（
右
）と
岡
田
委
員（
左
）
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吉川市社協

社
会
福
祉
協
議
会

実
態
か
ら
学
ぶ

　
　
　
　
連
携
の
形

第
２
弾

ご存知
ですか？　

（
社
協
）

　「顔の見える関係づくり」を大切にしたい。
　吉川市では、市民生委員・児童委員協議会（民児協）と市社
会福祉協議会（社協）が、その答えを日々の実践で形にしてい
ます。特別な事業体制を作っているわけではありません。しか
し、一つひとつの対話の「密度」と、互いに寄り添える「関係
性」が、地域を支える大きな力につながっています。

顔の見える関係が、地域を支える力に
市民児協 ＆ 市社協

　地域包括支援センターが毎回の定例会に参加している姿にヒントを得て、
社協も毎月の地区定例会へ地区担当者が参加することを始めました。会議で
受けた質問には必ず回答。どんな小さな相談にも「必ずお返事をする」とい
う姿勢を大切にしてきました。その積み重ねが、民生委員の「困ったときに
は社協に相談しよう」という信頼につながっています。

■日常の関わりから育くむ信頼関係

　一方で、社協からは「頼み事のときだけ顔を出す関係
では、目的や想いが伝わりにくく、事業も実りません」との声もありまし
た。顔を合わせる機会を重ね、雑談も交え、共通の視点に立ち、共に汗を流
す姿勢こそが、現在の信頼関係を築いています。

「困ったときには社協に相談」
　　　　　が出来る関係を目指してキーワード

　市域すべての地区から代表が社協の理事や評議員に加わ
ることで、地域の声がそのまま社協の事業に反映されてい
るのも吉川市ならではの特徴といえるでしょう。

ポイント

■声を出せない人の声を聞き取る

　ある社協職員の言葉です。地域に密接に関わる民生委員と、
声を繋いだり仕組みとして形にする社協。互いの強みを補完し
合う関係が、吉川市ならではの支え合いを形づくっています。

「私たちは“声を出せない人の声”を聞き取る役割を持っています。
だからこそ、民生委員さんとの連携は欠かせません。」
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吉川市民児協

　吉川市民児協には「まずは委員活動を楽
しむこと、議論は雑談の延長で良い」とい
う方針があります。この「楽しむ」雰囲気づくりが、委員の積極的な発言を促し、定例会
を活性化させています。

■「ワンチーム吉川」の土台は
　“楽しむ”こと

　さらに、社協の職員も同席し、地域性の近い地区同士でのグループ
ミーティングなどの工夫により、民児協は関係機関との連携を深め、

地域全体がまとまった『ワンチーム吉川』として動く土台を築いているのです。

「楽しむことから始まる地域福祉」
キーワード

「ワンチーム吉川」の強み

　社協職員が定例会に参加している地区は少なくないと思います。理解しあい、助け合え
る関係を構築できるよう、事務連絡や依頼以外でも交流する機会を作ることが、地域福祉
の向上において重要だということを改めて実感しました。

取材を終えて

　吉川市の強みは、制度の仕組みに支えられつつも、日常的なやりとりの中で相互理解が深
まっている点にあります。会議で意見を伝えやすい雰囲気、何でも相談できる関係性―。
こうした「理解し合える土壌」があるからこそ、地域福祉計画も“自分事”として推進で
きるのです。

■相互理解が生む力

（関係性の図解）

一般的な連携（双方向型）

民
児
協

社
　
協

吉川市の連携（一体型）

民
児
協

社
　
協
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使 い み ち ！！
～心つなぐ。笑顔つくる。

　　共同募金～

　皆さんがご存知のように、地域には様々な人が自宅や福祉施設で生活されています。
　共同募金は、高齢者や障がい者・子育て世帯への支援など多様な分野の福祉活動や、
地域における様々な社会課題に対する事業費・備品の購入費用として使われています。

　令和７年度共同募金運動は、民生委員・児童委員の皆 さんをはじめ、多くのボランティアに支えられ10月１日から各地域で行われています。
　本記事では、皆さんが毎年協力くださっている共同募 金の使いみちについて、助成先からのありがとうのメッセージとともにご紹介します。

1

高 齢 者 支 援 社会福祉法人杏樹会
杏花里デイサービスセンター（入間市）

　この度は特殊浴槽の入れ替えに際して皆様ひとり
ひとりの寄付を活用させて頂くことができ、ようや
く特殊浴槽の入れ替えを実施することができまし
た。なかには何年かぶりに湯船に浸かることができ
涙を流されるご利用者もいらっしゃいました。職
員、ご利用者ともども感謝しております。ありがと
うございました。

障 が い 者 支 援 公益社団法人
埼玉県視覚障害者福祉協会（熊谷市）

　当団体は視覚障害者団体です。当事者が埼玉県内の小学校へ出向き、小学
生に視覚障害者の生活の現状を知ってもらい、今後の生活に活かしていただ
きたいという思いから福祉授業を行っています。
　小学生に実際にアイマスクをつけて白杖を持って歩いてもらったり、盲導
犬と触れ合ってもらったり、点字の勉強をするなど、いろいろなことを行って
おります。小学生の皆さんも興味を持って参加していただいているようです。
　今年度もたくさんの小学校へ行くことが出来ました。ありがとうございま
した。

子 育 て 支 援 社会福祉法人育成舎
第二ハルム保育園（滑川町）

　この度は赤い羽根共同募金の助成金を活用させていただき、本当に
ありがとうございました。各保育室のエアコンを更新したことで夏の
暑さ・冬の寒さを緩和でき、園児たちが快適にお部屋で過ごすことが
できています。また職員も同じように快適に保育を行うことができ、
業務の質の向上につながっています。
　利用者（園児）からは「風がくる」「涼しいね」など、職員からは
「快適に保育を行える」の声があり、また園児の中には赤い羽根のマ
ークに視線を送り興味を示す子もいました。
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共 同 募 金
の

重 点 助 成 こども食堂
こんぺいとう（さいたま市）

　今回は、共同募金が県内外の様々な福祉活動に使われていることを紹介してきました。
　共同募金に対しては、福祉団体から年間で約９億円を超える助成金の要望が寄せられて
います。
　この要望に応えるため、募金の趣旨や使いみちをＰＲし、募金額の増額を目指し、募金
運動を展開してまいります。
　今後ともご支援とご協力をお願いいたします。

　また、コロナ禍以降、希薄化した地域のつながりを再構築するため、「つながりをた
やさない社会づくり」を重点助成事業として、こども食堂や各種サロン活動、住民同士
の交流イベントに対して、積極的に助成をしています。

　こども食堂に来られるお子さんは様々ですが、皆さんが帰る
時にはお腹一杯満足の笑顔で帰られます。
　ハロウィン、クリスマス、そして、学期末には、春休み応援
企画として、ハンバーガーとポテトのセットをお配りしまし
た。

　その他、共同募金は、災害が発生した際、県
内外に関わらず、被災者を支援するためのボラ
ンティア活動に役立てられています。
　令和６年１月発生の能登半島地震では、甚大
な被害があった石川県及び富山県内の災害ボラ
ンティアセンターの活動費を支援しました。

　令和７年度共同募金運動は、民生委員・児童委員の皆 さんをはじめ、多くのボランティアに支えられ10月１日から各地域で行われています。
　本記事では、皆さんが毎年協力くださっている共同募 金の使いみちについて、助成先からのありがとうのメッセージとともにご紹介します。

　これらは赤い羽根共同募金様からの沢山
の助成をいただけたからこその企画です。
子どもたちも大喜びでした。
　今後もこれを励みに精一杯たすけが必要
なお子さん、ママ達のために頑張っていこ
うと思います。
　大きな大きなご支援をありがとうござい
ました。

2

3
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ー今から間に合う埼玉の旬な観光を紹介しますー
玉
たま

埼
さい

！お越しくだぜひ 第６回

新
にい
座
ざ
市
し
　平林寺の紅葉

　都会の喧騒から少しだけ足を延ばせば、そこには時がゆるやかに流れる武蔵野の
森が広がっています。禅寺・平林寺の境内林では、１１月下旬から、木々が絵筆で点
を打つように色づき始めます。
　ここは、ただ紅葉を「見る」だけの場所ではありません。凛とした空気のなか、
風が葉を揺らす音に耳を澄まし、掃き清められた参道に舞い落ちる一枚の葉に禅の
心を感じる。そんな五感で味わう紅葉が待っています。木漏れ日が照らす落ち葉の
小径を歩けば、日々の忙しさを忘れ、心静かな時間を過ごせるはずです。
　この秋は、心に深く残る特別な紅葉と出会いに、平林寺を訪れてみませんか。

アクセス

ＪＲ武蔵野線「新座駅」南口より
西武バスで約１０分、「平林寺」下
車すぐ。
西武池袋線「ひばりヶ丘駅」
「東久留米駅」からも
バスの便があります。

新座市

一般財団法人　埼玉県民生委員・
児童委員協議会　広報係宛

〒330‒0075 さいたま市浦和区針ヶ谷4‒2‒65
　　　　　彩の国すこやかプラザ

提出先

民生委員・児童委員の声
原稿募集中

平林寺公式ウェブサイト
（紅葉の情報）
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今後の予定
11月

11日 全国社会福祉大会 東京都
台東区

17日 正副会長会議 すこやか
プラザ

20日 埼玉県社会福祉大会 埼玉会館

12月

1日 一斉改選

　
９
月
１０
日
に
「
民
児
協
だ
よ
り
」
の
取
材

に
吉
川
市
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
４
名
の
取
材
で

は
、
プ
ラ
ス
思
考
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ

が
記
憶
に
残
り
、「
組
織
は
人
な
り
」
を
実

感
し
ま
し
た
。
吉
川
市
民
児
協
の
取
材
で

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
相
互
理
解
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
取
材
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
一
斉
改
選
ま
で
残
り
１
ヶ
月
と
な
り
、
現

在
の
広
報
部
会
員
に
よ
る
最
後
の
「
民
児
協

だ
よ
り
」
で
す
。
こ
の
３
年

間
、
市
町
村
民
児
協
と
埼
玉

県
民
児
協
の
動
向
を
、
少
し

で
も
皆
様
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

�

（
志
子
田
健
一
）

編集
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182号は県民児協広報部会　Ｃチームで編集、校正しました。
部 会 長　志子田　健一
副部会長　藤野　美佐子
副部会長　大島　幸雄
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